
後継・代替製品のご提案！

HPE製 KVM/ドロワー製品
をご利用中の皆さまへをご利用中の皆さまへ

HPE製品販売終了に伴う、切り替え提案のお知らせ
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ATENのKVMスイッチ/ドロワーは
豊富なラインナップで、お客様のニーズにお応えできます！

※�     CL����NXJJLのみ互換性があります
※2     バーチャルメディアおよびCACリーダー機能は、KH����AおよびKH����Aには対応していません
＊　　HPE製KVMスイッチとATEN製USBインターフェースアダプタの組み合わせ、ならびにHPE製USBインターフェースアダプタとATEN製KVMスイッチの組み合わせは、いずれも動作しません
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● LCD搭載製品（CLシリーズ）は�年間、KVMスイッチは3年間の
　 センドバック保守となります。

● 不具合のある機器を送付いただき、修理完了品をお客様指定の場所まで
　 お届けします。

● 使用環境やご予算に合わせ、保証期間を1年単位で延長いただけます。
● 標準保証期間と合わせて、最大5年間の長期保証が可能となります。
● 先出しセンドバック保守と組み合わせたプランもございます。

● 不具合発生時にお客様ご指定場所へ代替機をお届けします。
● お客様にて交換後、不具合のある機器を弊社に送り返していただきます。
● 保証期間延長と組み合わせたプランもございます。

詳しくは右記ウェブサイトをご覧ください。

※「HPE」「Hewlett Packard Enterprise」および製品名は、Hewlett Packard Enterprise Company の登録商標または商標です。
※本資料は、2025 年 7 月時点の公開情報および当社独自の調査に基づき作成されたものであり、Hewlett Packard Enterprise 社の公式見解・資料ではありません。掲載されている製品情報・仕様・販売状況・

比較内容等は参考情報であり、特定の環境下での動作・互換性・性能等を保証するものではありません。

■イージーセットアップラックマウントキットを使用した設置作業

ATEN KVMドロワーは、EIA規格19インチシステムラックにマウント可能で、取扱いの
便利なラックマウントキットを同梱して販売しております。お使いのラックの仕様に合
わせて、購入時にロングレールまたはショートレールをお選びいただけます。

上記レール対応奥行き表示は、ラック取付支柱の距離を表しています。
該当箇所のサイズが不明な場合は、ラックメーカーまでお問い合わせください。
また実際のラックマウント作業の際には、ラック内寸に対するドロワー本体の奥行き
や、KVMケーブル取り回し等を考慮する必要がありますのでご注意ください。

 

サイドマウントレールをラックに固定します。 製品本体を手前にスライドさせて引き出せば、操
作を始めることができます。

KVMドロワーをサイドマウントレールにスラ
イドさせ、ラックに設置します。

一人でも設置可能なイージーセットアップラックマウントキットを同梱

※送料は双方元払いとなります。
※ケーブルKVMスイッチを含むケーブル類、電源アダプター、レールキットなどのアクセサリー品、一部PDU製品は対象外となります。


